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　　人　口
　　（11月1日現在）

　男　25，365人　74人増

　女28，219人61人増

　計　53，584人　135人増

世帯数
　　15，300　　　　56増
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今
日
も
画
用
紙
、
絵
の
具
を
持

っ
た
よ
い
子
た
ち
が
訪
れ
、
元
気

な
顔
タ
一
よ
せ
八
ロ
い
、
お
9
つ
い
お
“
u

い
に
と
ら
え
た
風
景
を
描
き
な
が

ら
、
．
芸
術
の
秋
”
を
楽
し
ん
で

　
さ
わ
や
か
な
秋

　
こ
こ
市
役
所
前
広
場
で
は
、
よ

く
ス
ケ
ッ
チ
大
会
が
行
わ
れ
！
、
い

ま
す
、

芸
術
の
秋

○
…
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…
と
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ま
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ょ
う
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金
の
か
か
ら
な
い
、
公
正
な
選
挙
を

目
ざ
し
、
第
七
十
五
国
会
で
、
公
職
選
挙

法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
政
治
家
や
公
職

の
候
補
者
（
国
会
議
員
・
知
事
・
市
町
村

長
・
県
市
町
村
議
会
議
員
の
現
職
者
と

立
候
補
予
定
者
）
は
、
選
挙
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
贈
り
物
や
寄
付
行

為
を
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
ま
た
、
寄
付
や
花
輪
な
ど

を
ね
だ
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

e
看
板
や
立
て
札
は

事
務
所
が
実
在
す
る
場
所
に

　
公
職
の
候
補
者
ま
た
は
後
援
団
体
の

政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
看
板
や

立
て
札
は
、
公
職
の
候
補
者
あ
る
い
は

後
援
団
体
の
事
務
所
が
実
在
す
る
場
所

に
し
か
掲
示
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
大
き
さ
も
縦
一
層
五
十
秀
、

横
四
十
秀
以
内
と
な
り
、
枚
数
も
制
限

・
さ
れ
、
各
事
務
所
ご
と
に
二
枚
ま
で
し

か
渇
示
で
き
ず
、
選
挙
管
理
委
員
会
が

交
付
し
た
証
票
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

⇔
贈
り
物
・
寄
付
行
為
は

　
　
　
　
　
禁
止
さ
れ
ま
し
た

　
政
治
家
や
候
補
者
な
ど
は
、
身
辺
を

き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
選
挙
区
内
の
人
に
、
い
つ

い
か
な
る
場
合
で
も
、
ま
た
、
選
挙
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
よ
う

な
贈
り
物
や
寄
付
行
為
を
す
る
こ
と
は

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

ω
出
産
・
入
学
・
卒
業
・
就
職
な
ど
の

　
お
祝
い
に
、
品
物
や
お
金
を
贈
る
こ

　
と
。

ω
お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と
。

適．

”
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へ
徊

●

入学・卒業のお祝い品やお金

㈹
落
成
式
や
開
店
祝
い
の
花
輪
を
贈
る

　
こ
と
。

ω
結
婚
の
お
祝
い
金
や
お
祝
い
の
品
物

　
を
贈
る
こ
と
。

㈲
お
葬
式
の
香
典
や
花
輪
、
供
え
物
な
．

　
ど
を
贈
る
こ
と
。

㈹
お
祭
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
付
し
た

　
り
、
お
酒
な
ど
を
届
け
る
こ
と
。
　
・

ω
旅
行
す
る
人
に
、
せ
ん
別
を
贈
る
こ

　
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

㈹
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
ま
り
に

　
お
金
を
寄
付
し
た
り
、
食
事
や
お
酒

　
を
届
け
る
こ
と
。

㈲
町
内
会
な
ど
の
団
体
旅
行
の
際
、
弁

／

近
日
開
店

　
当
や
飲
み
物
を
差
し
入
れ
し
た
り
、

　
バ
ス
代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
こ

　
と
。

㈲
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
な
ど
に
、
食

　
事
や
飲
み
物
を
だ
し
た
り
、
お
み
や

　
げ
を
あ
げ
た
り
す
る
こ
と
。

※
ま
た
私
た
ち
有
権
者
も
、
政
治
家
や

候
補
者
に
寄
付
を
求
め
た
場
合
は
、
法

律
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で

注
意
し
て
、
立
派
な
政
治
家
を
育
て
ま

し
ょ
う
。

⇔
み
ん
な
の
力
で

　
　
　
　
き
れ
い
な
選
挙
を
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開店祝いの花輪

　
今
年
は
、
明
治
二
十
三
年
に
国
民
が

初
め
て
国
政
に
参
加
し
て
か
ら
八
十
五

周
年
目
と
い
う
意
義
深
い
年
に
あ
た
り

ま
．
す
。

　
大
正
十
四
年
に
「
普
通
選
挙
法
」
が

制
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
置
は
婦
人
に

も
参
政
権
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
三
十
年
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
た
ち
の
苦
労
に

よ
っ
て
、
今
日
の
選
挙
制
度
が
で
ぎ
た

の
で
す
。
私
た
ち
は
今
こ
そ
”
選
挙
を

香典・

花輪供え物など

お．葬式の
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、

通
し
て
政
治
に
参
加
す
る
”
こ
と
の
意

義
を
考
え
、
金
の
か
か
ら
な
い
、
き
れ

い
な
選
挙
に
な
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

心
が
け
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

●
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わ
た
し
た
ち
は
こ
う
し
て

　　

s
政
に
参
加
し
て
い
ま
す

　
　
一
畑
浦
地
区
で
市
政
懇
談
会
1

　
畑
野
地
区
（
柏
田
慶
治
区
長
）
で
は

去
る
十
月
三
十
一
日
、
午
後
七
時
三
十

分
か
ら
二
言
公
民
館
で
、
市
政
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
公
民
館
活
動
の
一
環
と
し

て
、
日
浦
公
民
館
の
本
年
度
事
業
に
計

画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
会
議
に
は
市

側
か
ら
市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
を
は
じ
め
関
係
課
長
な
ど
十
五
名
が

出
席
し
、
百
人
を
こ
え
る
地
区
民
の
み

な
さ
ん
と
ピ
ザ
を
ま
じ
え
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

醗

／
f

鵡
　
会
議
は
黒
木
実
さ
ん
を
座
長
に
き
め

た
あ
と
、
三
人
目
代
表
者
が
、
区
画
整

理
事
業
に
関
す
る
問
題
を
は
じ
め
、
日

知
屋
小
学
校
の
分
立
校
の
設
置
計
画
、

児
童
公
園
の
設
置
に
つ
い
て
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
緑
の
工
場
づ
く
り
の
促
進
、

遊
び
場
の
整
備
、
企
菜
の
防
災
対
策
な

ど
工
業
地
帯
に
接
す
る
開
発
途
上
の
地

区
ら
し
い
質
疑
が
あ
り
、
主
婦
の
方
か

ら
は
、
．
最
近
再
び
は
で
に
な
り
つ
つ
あ

る
冠
婚
葬
祭
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、

何
等
か
の
指
導
を
し
て
欲
し
い
と
い
う

要
望
が
あ
る
な
ど
、
真
剣
な
討
議
の
も

と
に
、
意
義
あ
る
懇
談
会
と
な
り
ま
し

た
。　

と
く
に
、
会
議
の
運
営
が
座
長
を
中

心
に
、
き
ま
り
よ
く
行
わ
れ
、
予
定
時

間
内
で
充
実
し
た
内
容
に
終
っ
た
こ
と

が
、
今
ま
で
に
な
い
よ
い
例
と
な
り
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
民
と
し
て
市
政
に
参
加

し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
要
求
を
通
じ

て
、
市
政
に
協
力
す
べ
き
こ
と
に
つ
．
い

て
は
、
積
極
的
に
協
力
し
、
住
み
よ
い

心
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
姿
勢
が
、
強

く
う
ち
だ
さ
れ
、
住
民
自
治
へ
の
い
ぶ

き
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

r
口

　
呂

口

▲
法
人
市
民
税

（3）

①
納
税
義
務
者
（
納
め
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
か
た
）

　
　
　
均
等
割
と
法
人
税
割
の
課
税

　
日
向
市
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を

有
す
る
法
人
は
、
均
等
割
と
法
人
税
割

の
両
方
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
均
等
割
の
み
の
課
税

ア
、

イ
、

日
向
市
に
寮
な
ど
を
有
す
る
法

人
で
、
市
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
し
な
い
も
の

日
向
市
に
事
務
所
、
事
業
所
ま

た
は
寮
な
ど
を
有
す
る
法
人
で

な
い
社
団
お
よ
び
財
団
で
代
表

者
や
管
理
人
の
定
め
が
あ
る
も

の

法
人
の
事
業
年
度
終
了
ニ
ヵ
月
以
内
（

税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
も
の
は
三

ヵ
月
）
に
そ
れ
ぞ
れ
申
告
し
、
同
時
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

別表

法人税割＝

　
ら
な
い
か
た
）

　
一
月
一
日
現
在
日
向
市
内
に
あ
る
土

地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
持
っ
て
い
た

人
。②

課
税
標
準
額
（
課
税
の
対
象
と
な

　
る
金
額
）

　
ア
、
土
地
（
田
、
畑
、
宅
地
、
山
林

　
　
　
牧
場
、
原
野
、
池
沼
、
鉱
泉
、

　
　
　
そ
の
他
の
土
地
）
の
評
価
額

率税

イ
、

（14．5％）

×
国の税金であ

る法人税額

②
　
法
人
市
民
税
の
算
出

　
ア
、
均
等
割

　
　
囚
　
資
本
金
一
千
万
円
を
こ
え
る

　
　
　
　
法
人
お
よ
び
保
険
業
法
に
よ

　
　
　
　
る
相
互
会
社
…
年
額
四
千
円

　
　
㈲
　
㈹
以
外
の
法
人
…
年
額
二
千

　
　
　
　
四
百
円

　
イ
、
法
人
税
割

　
　
　
　
別
表
の
と
お
り

③
申
告
と
納
期

　
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
る
法
人
は
毎

年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
均
等
割
と
法

人
税
割
が
課
税
さ
れ
る
法
人
は
、
そ
の

ウ
、

（課税標準）▲
固
定
資
産
税

　
日
向
市
内
に
土
地
、
家
屋
．
、
償
却
資

産
を
持
っ
て
い
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
資

産
に
よ
っ
て
得
る
収
益
が
、
市
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
資
産
の
所
有
者
か
ら
市
の

行
政
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
、
市
民
税
と
共
に
日
向
市

民
と
し
て
の
会
費
の
よ
う
な
も
の
で

す
。①

納
税
義
務
者
（
納
め
な
け
れ
ば
な

③
税
率
、 家

屋
（
住
宅
、
店
舗
、
工
場
、

倉
庫
、
そ
の
他
の
建
物
）
の
評

価
額

償
却
資
産
（
土
地
、
家
屋
以
外

で
、
い
ろ
ん
な
事
業
の
用
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
）
の

評
価
額

　
　
百
分
の
一
・
六
パ
ー
セ
ン

　
ト

④
免
税
点
（
税
金
が
か
か
ら
な
い

　
額
）

　
日
向
市
に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資

産
を
持
っ
て
い
る
か
た
、
一
人
に
つ
き

そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が

次
の
額
に
満
た
な
い
場
合
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

　
土
地
の
場
合
　
　
　
十
五
万
円

　
家
屋
の
場
合
　
　
　
　
八
万
円

　
償
却
資
産
　
　
　
　
　
百
万
円

　
以
下
固
定
産
資
税
の
算
定
方
法
、
申

告
と
納
期
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ
い

て
は
次
号
で
説
明
し
ま
す
。
な
お
詳
し

く
は
、
市
税
務
課
（
電
話
②
二
二
一

内
線
五
一
一
～
五
一
七
）
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
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市総合文化祭
カメラ亀赤ρ

己市総合文化祭は、11月3日を中心に
B門、体育部門が各会場で、華やかに

　
　
　
　

合
体
た
月
。

　
　
し
今
す

市
門
ま
で
ま

回
立
。
れ
こ
し

11

ｻ
わ
そ
介

第
文
行
　
紹

は、そのいくつかを写真でご

鷹
曳

　
蚤

3

掻．濾
曝

▲菊花展「りっぱなもんじゃの」

▲　校区対抗囲碁大会
　　「ウーン．〃困ったぞ」

ダ
！
銭
鋼

ど
レ
k
尋

　
　
　
場
紗
．

　
　
　
　
・
ノ

▲　絵画展
　　「L手だナァ」

▲　柔道大会
　「早く1本をとって
　　　　くれないかナアー」

　
　
「
メ
ー
ン
〃
’

剣
道
大
会

《

噛

O
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「
下
水
道
ぼ
く
ら
と
い
っ
し
ょ
－

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
明
る
く
の
び
る
］

広報ひゆうが

（
富
小
六
年
　
植
野
義
也
）

5

下
水
道
促
進
標
語
の
入
選
作
品
決
ま
る

　
私
た
ち
が
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
を

営
む
た
め
に
は
、
下
水
道
の
完
備
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
「
下
水
道
」
は
、
家
庭
の
台
所
や
便

所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
流
れ
出
る
汚
水

を
排
除
し
、
科
学
的
処
理
に
よ
っ
て
、
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
川
に
放
流
さ
れ
る

施
設
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
市
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

下
水
道
促
進
の
一
環
と
し
て
、
標
語
・

作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応

募
作
品
が
あ
り
ま
し
た
、
審
査
の
結
果“

誘
、

次
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
．
ま
し

た
。　

な
お
、
標
語
の
中
学
・
高
校
生
の
部

　
◎
標
　
語

　
　
①
小
学
校
の
部

　
▼
最
優
秀
賞

　
　
「
下
水
道
ぼ
く
ら
と
い
っ
し
ょ
明
る
く
の
び
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
小
六
年

　
▼
優
秀
賞

　
　
「
は
げ
ま
し
が
ん
ば
り
み
ん
な
で
っ
く
ろ
う
下
水
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
知
小
三
年

　
　
「
し
あ
わ
せ
な
日
向
市
つ
く
る
下
水
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
平
岩
小
三
年

と
作
文
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら

入
賞
該
当
作
品
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
「
き
れ
い
な
町
を
み
ん
な
に
こ
に
こ
下
水
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
知
小
三
年

置
「
下
水
道
地
下
で
働
く
市
民
の
幸
福
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
小
六
年

②
　
一
般
の
部

▼
最
優
秀
賞

　
「
さ
わ
や
か
な
町
と
暮
ら
し
に
下
水
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
々
津
町

▼
優
秀
賞

　
「
下
水
道
は
住
み
よ
い
町
の
道
し
る
べ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
　
島

　
「
い
つ
ま
で
も
価
値
あ
る
守
り
下
水
道
．
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
江
町

　
「
．
，
下
水
道
備
え
て
理
想
の
都
市
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
　
高

　
「
下
水
道
造
っ
て
ふ
く
ら
む
郷
土
の
魅
力
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
　
岩

植
野
義
也
さ
ん
）

奈
須
恵
美
さ
ん
）

蓮
葉
み
か
さ
ん
）

山
里
和
仁
さ
ん
）

中
城
茂
喜
さ
ん
）

高
木
逸
子
さ
ん
）

柏
田
裕
子
さ
ん
）

黒
木
芳
隆
さ
ん
）

広
島
　
学
さ
ん
）

永
翁
鏡
子
さ
ん
）

正しく使おう

暖房器具

　
い
よ
い
よ
ど
こ
の
家
庭
で
も
暖
房
器

具
が
使
わ
れ
始
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
年
暖
房
器
具
の
取
り
扱

い
不
注
意
や
器
具
が
不
十
分
な
た
め
に

火
災
．
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
注
意
し
て
、
暖

房
器
具
に
よ
る
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
①
使
用
前
に
は
、
器
具
の
手
入
れ
や

　
　
点
検
を
す
る
。

　
②
故
障
し
て
い
る
も
の
は
、
完
全
に

　
　
修
理
し
て
か
ら
使
用
す
る
。

　
⑧
カ
ー
テ
ン
、
ふ
す
ま
な
ど
の
燃
え

　
　
や
す
い
も
の
が
近
く
に
あ
る
場
所

　
　
で
は
使
用
し
な
い
。

　
④
出
入
口
、
通
路
と
な
る
場
所
で
は

　
　
使
用
し
な
い
。

　
⑤
ス
ト
：
ブ
の
上
や
近
く
に
洗
た
く

　
　
物
な
ど
を
干
さ
な
い
。

　
⑥
点
火
し
て
い
る
と
き
に
持
ち
運
ん

　
　
だ
一
－
－
、
燃
料
の
補
給
を
し
な
い
。

⑦
給
油
中
に
こ
ぼ
れ
た
燃
料
は
、
き

　
　
れ
い
に
ふ
き
と
っ
て
お
く
。

⑧
定
め
ら
れ
た
以
外
の
燃
料
を
使
用

　
　
し
な
い
。

　
⑨
寝
る
前
や
使
い
終
っ
た
と
き
に
は

　
　
火
が
消
え
た
こ
と
を
確
め
る
。

⑩
と
き
ど
き
空
気
の
入
れ
替
え
を
す

　
　
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
向
市
火
災
予
防
条
例

に
よ
り
、
今
後
新
た
に
石
油
ス
ト
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
購
入
さ
れ
る
と
き
は
、
一
円
自
動
消

　
　
　
　
　
　
　
コ

火
装
置
（
地
震
な
ど
で
倒
れ
た
場
合
に

自
動
的
に
消
火
す
る
装
置
ま
た
は
、
自

動
的
に
燃
料
の
供
給
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
装
置
）
の
付
い
た
も
の
に
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
。
現
在
使
用

し
て
い
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
昭
和
五

十
二
年
九
月
一
日
か
ら
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
な
お
、
対
震
自
動
消
火
装
置
付
き
石

サ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　

油
ス
ト
ー
ブ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

り
た
い
か
た
は
、
遠
慮
な
く
市
消
防
署

（
電
話
②
一
＝
一
一
内
線
六
＝
二
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

謬虜
O
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重度心身障害児遍園施設

　　　　「もくせい園」開園

　重度心身障害児通園施設「もくせい園」がこのほど、財

光寺，こ開園しました。現在この施設には、トランポリン、

ローラー滑り台、平均台などの機能回復訓練用器具が備え

Nつ融羅♂講・灘1皇瀞

子供の声を聞く会

　　　開かれる

ノ誠1繍鱗轍総1
よい子たちが、「こんな人になりたい」、「おとなへの願

い」「あすをになう私たちの郷土づくり」などのテーマで

5分ほどの意見を述べました。

，

、
鍵
鍬

♂
、
　
叢

＝小学校陸上教室．開かれる

　小学校陸上教室が、4日午前10時から富麗小学校グラウ

ンドで行われました。この教室には、市内9つの小学校か

ら6年生男女888人が参加しました。

饗下熱幽し響蕪・∠

“
嚢
駄

む
鍵

昭和50年11月号

高齢者学級生こ花木．を植樹

皇謙灘撫三懇懇島＼
樹は、畑浦公民館で遊ぶ子供や孫たちが、樹木を大切にし

　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ自然を愛する心を養うと同時に、植樹された花木の名まえ

を覚えてもらおうという目的で実施したものです。，ジ

国勢調査による

市の人ロ53，朋9人

　
市
企
画
課
統
計
係
は
、
十
月
一
日
全

国
↓
斉
に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ
る

市
の
人
口
（
概
数
）
を
ま
と
め
ま
し
た

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
十
月
一
日
現
在
の

市
人
口
は
、
五
万
三
千
四
百
四
十
九
人

で
、
内
訳
は
、
男
二
万
五
千
二
百
九
十

一
人
、
女
二
万
八
千
百
五
十
八
人
と
な

っ
て
お
り
、
五
年
前
に
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
の
と
ぎ
ょ
り
、
全
体
で
六
千
二
十

九
人
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
帯
数
は
、
　
一
万
五
千
二
百

四
十
四
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
人
口
集
計
が
ス
ム
：
ズ

に
で
き
た
こ
ど
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ゾ
．
〕
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
試
．
〕
ざ
い
ま
し

た
。

「
●　

N

豊

1

●
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奥
ε
まち

よ
，
と

　
寒
く
な
る
と
台
所
の
お
仕
事
は
つ
ら

い
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
水
に
手
を
入

れ
た
だ
け
で
、
か
ら
だ
中
に
水
の
つ
め

た
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
宿
命
と
い
っ
て
は
少
し
オ
ー
バ

ー
で
す
が
、
主
婦
と
水
と
の
か
か
わ
り

合
い
は
、
む
か
し
か
ら
切
り
離
せ
ま
せ

ん
炊
事
も
洗
た
く
も
水
が
必
要
で
す
。

　
と
く
に
、
寒
く
な
る
と
こ
の
水
仕
事

で
手
が
荒
れ
る
か
た
は
、
冬
を
い
ち
ば

ん
い
や
が
り
ま
す
。

で
－

　　　講
寵餐

畷

　
た
し
か
に
荒
れ
性
の
か
た
は
水
仕
事

が
い
ち
ば
ん
ニ
が
手
で
し
ょ
う
。
が
、

水
仕
事
が
直
接
手
を
荒
れ
さ
せ
て
い
る

と
い
う
の
は
思
い
ち
が
い
で
す
。

　
水
仕
事
を
し
て
い
る
最
中
は
、
決
し

て
手
は
荒
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

要
は
、
あ
と
の
手
入
れ
が
問
題
な
の
で

す
。　

ひ
と
仕
事
終
っ
た
ら
、
よ
く
水
分
を

ふ
き
と
っ
て
ま
め
に
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

な
ど
を
つ
け
、
失
っ
た
脂
肪
分
を
補
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
あ
と
の
手
入
れ
と
い
っ
て

も
、
に
お
い
の
強
い
化
粧
料
を
含
ん
だ

ク
リ
ー
ム
は
避
け
た
ほ
う
が
無
難
で
し

ょ
う
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
す
ぐ
あ
と

ま
た
包
丁
を
使
っ
た
り
、
食
器
を
手
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
な
ど
、
に

お
い
を
う
つ
す
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
に
、
に
お
う
化
粧
品
の
香
料
が

に
お
っ
て
く
る
の
は
い
や
な
も
の
で
す

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
暖
か
く
寝
る
工

夫
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
暖
か
く
寝
る
と
い
う
の
は
、
な
に
も

た
く
さ
ん
か
け
て
寝
た
り
、
電
気
毛
布

を
使
用
す
る
ば
か
り
が
能
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、

　
か
ら
っ
と
晴
れ
た
日
に
は
、
必
ず
寝

具
を
戸
外
へ
出
し
て
日
に
当
て
て
使
う

こ
と
で
す
。
日
に
当
て
た
ら
ま
だ
日
の

落
ち
な
梯
う
ち
に
取
り
こ
み
ま
す
。
ほ

か
ほ
か
と
し
た
綿
の
ぬ
く
も
り
は
お
金
．

で
は
買
え
な
い
暖
か
さ
で
す
。

　
寝
間
着
も
、
夏
と
ち
が
っ
て
毎
日
お

洗
た
く
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ

ん
か
ら
晴
れ
て
さ
え
い
た
ら
、
日
に
当

て
て
乾
し
て
着
る
と
い
う
習
慣
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
ラ
バ
フ
ォ
ー
ム
製
の
寝
具

は
、
直
接
日
光
に
当
て
る
と
老
化
を
早

め
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
日
を
さ
え
ぎ

っ
て
、
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ
に
広
げ

て
干
し
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
テ
ン
な
ど
の
掛
け
ぶ
と
ん

は
、
シ
ー
ツ
を
か
け
た
ま
ま
乾
す
と
色

や
け
を
防
ぎ
ま
す
。

あ
な
た
の
年
金
は

懸
霧
“
一
黛

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
　
一
定
年
数
以
上
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な

が
ら
、
保
険
料
を
二
年
以
上
未
払
い
に

す
る
と
時
効
と
な
り
、
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
以
上

経
過
し
、
年
金
を
受
け
る
資
格
を
失
っ

た
人
に
も
将
来
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
ぎ
る
よ
う
に
保
険
料
の
特
例
納
付
と

い
う
制
度
が
で
ぎ
て
お
り
、
時
効
分
の

保
険
料
を
月
九
百
円
の
割
で
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
年
金
の
受
給
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
特
例
納
付
の
期
限
は
、
今
年
の

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
で
、
こ
れ
を
過

ぎ
る
と
特
例
納
付
は
認
め
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

遠
慮
な
く
市
民
課
国
民
年
金
係
（
電
話

②
二
一
一
一
内
線
五
三
七
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

‘

ノ麟へ

4
謎ε

　の

嘘⑤

イ
カ
め
し

　
材
料

　
　
イ
カ
、
米
、
塩
、
砂
糖
、
し
ょ
う
油

　
　
化
学
調
味
料

　
作
り
方

　
　
1
、
イ
カ
を
胴
と
足
の
部
分
に
さ
ば

…
熱
闘
鰐

　
塩
一
堵
（
ま
た
は
し
ょ
う
油
壷
堵
）

　
砂
糖
少
々
、
化
学
調
味
料
少
々
の

　
割
合
で
ご
は
ん
を
炊
く
。
　
（
イ
カ

　
の
足
の
部
分
を
小
さ
く
切
っ
て
い

　
っ
し
ょ
に
炊
い
て
も
良
い
）

3
、
ご
は
ん
が
炊
ぎ
あ
が
っ
た
ら
イ

　
カ
の
胴
に
五
分
の
割
合
で
こ
れ
を

　
つ
め
、
蒸
し
器
で
む
す
。

イ
カ
ず
し

材
料

　
イ
カ
六
匹
、
塩
少
量

　
米
カ
ッ
プ
四
杯

　
（
合
わ
せ
酢
）

　
酢
大
さ
じ
五
杯

　
塩
　
大
さ
じ
一
杯
半

砂
糖
大
さ
じ
三
杯
　
　
”

諮
　
ギ
瓢

蠣
驚
⊥

99

～
5

一
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お
し
ら
せ鹸

昭和50年11月号

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　
　
支
給
範
囲
拡
大

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が
あ
る
二

十
歳
未
満
の
子
供
を
養
育
す
る
父
母
な

ど
に
支
給
さ
れ
て
い
る
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
範
囲
が
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
ま
で
障
害
の
程
度
が
重
度
で
あ
っ

た
の
が
、
中
島
の
障
害
と
な
り
ま
し
た

　
手
当
の
額
は
、
重
度
が
月
額
一
万
八

千
円
、
中
置
が
一
万
二
千
円
で
す
。

　
新
し
く
該
当
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
と

身
体
障
害
者
手
帳
（
療
育
手
帳
）
を
持

っ
て
市
福
祉
事
務
所
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
市
福
祉
事
務
所

厚
生
係
（
電
話
③
二
一
一
一
内
線
五
六

四
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

新
成
人
者
（
有
権
者
）
の

感
想
文
を
募
集
し
ま
す

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
成
人
式

を
迎
え
る
か
た
の
感
想
文
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
内
容
日
「
成
人
の
日
」
を
迎
え
、
新

　
成
人
者
ま
た
は
社
会
人
と
し
て
、
と

　
く
に
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に

　
つ
い
て
感
じ
た
り
考
え
て
い
る
こ
と

▼
枚
数
1
1
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
八
枚

　
以
内

▼
応
募
資
格
1
1
昭
和
三
十
年
四
月
二
日

　
か
ら
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

　
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
日
向
市
の
成

　
人
式
に
参
加
す
る
人

▼
原
稿
締
め
切
り
H
昭
和
五
十
年
十
二

　
月
十
日
（
水
）

▼
提
出
先
一
1
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

　
課
（
本
町
十
番
五
号
）

▼
選
考
”
応
募
作
品
の
う
ち
か
ら
三
編

　
を
選
び
、
成
人
式
当
日
に
二
編
（
男

　
女
）
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
賞
品
1
1
選
考
さ
れ
た
三
編
に
つ
い
て

　
成
人
式
当
日
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

▼
応
募
上
の
注
意
臼
応
募
者
の
住
所
、

　
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
勤
務
先

　
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
し
て
く
だ
さ

　
い
。
　
（
字
数
制
限
外
）

成
人
式
典
の

参
加
申
込
み
は
早
目
に

　
市
で
は
、
来
年
一
月
十
五
日
に
、
新

し
く
二
十
歳
を
迎
え
る
青
年
を
祝
い
励

ま
す
「
成
人
式
典
」
を
行
い
ま
す
。

　
式
典
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
氏
名

住
所
（
詳
細
に
）
、
生
年
月
日
、
勤
務

先
、
世
帯
主
名
を
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
本
町
十
番
五
号
、
電
話
②
二

二
一
内
線
四
三
六
）
ま
で
、
電
話
で

も
結
構
で
す
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
申
込
み
を
さ
れ
た
か
に
は
、
後
日
は

が
き
で
案
内
状
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
み
は
、
十
二
月
十
日
で

締
め
切
り
ま
す
。

手
続
き
を
し
な
い
と

児
童
手
当
が
も
ら
え
ま
せ
ん

　
児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の
子
ど

も
が
三
人
以
上
い
て
、
三
番
目
の
子
ど

も
が
義
務
教
育
終
了
前
（
中
学
校
を
卒

業
し
て
い
な
い
子
ど
も
）
で
あ
れ
ば
、

そ
の
保
護
者
に
月
額
五
千
円
が
支
給
ざ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
市
福

祉
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
．

い
。

　
な
お
、
転
出
、
転
居
、
出
生
な
ど
の

異
動
が
生
じ
た
場
合
に
も
届
け
出
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

遺
族
を
さ
が
し
て
い
ま
す

　
今
年
は
被
爆
三
十
周
年
を
迎
え
た
わ

け
で
す
が
、
い
ま
だ
に
広
島
市
の
平
和

公
園
内
原
爆
供
養
塔
に
は
、
名
前
な
ど

が
判
明
し
な
が
ら
遺
族
の
わ
か
ら
な
い

遺
骨
が
安
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
遺
骨
が
遺
族
の
も
と
へ
一
日
で

も
早
く
帰
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
遺

族
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
る
遺
族
は
、
市
福
祉
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

レ
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1
1
十
二
月
中
1
1

　
休
日
在
宅
医
は
、
日
曜
・
祭
日
な
ど

の
休
日
に
急
患
が
発
生
し
た
と
ぎ
二
、

治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。
緊
急
の
診
療
を
要
す

る
場
合
に
は
、
次
の
病
院
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
十
二
月
七
日

　
・
榛
…
口
医
院
（
雷
電
話
②
二
山
ハ
○
○
）

　
．
永
田
医
院
（
電
話
②
三
三
八
八
）

　
．
田
中
医
院
（
電
話
②
二
五
一
五
）
「

▼
十
二
月
十
四
日

　
．
渡
辺
病
院
（
電
話
⑦
一
〇
↓
一
）

　
．
鮫
島
（
整
）
医
院
（
電
話
②
八
一

　
　
九
一
）

　
．
高
木
医
院
（
電
話
②
四
三
＝
）

　
．
黒
木
医
院
（
電
話
②
六
〇
五
五
）

▼
十
二
月
二
十
一
日

　
．
白
石
病
院
（
電
話
門
川
③
一
三
六

　
　
五
）

　
．
山
中
医
院
（
電
話
②
二
二
六
六
）

　
・
此
元
医
院
（
電
話
②
五
四
八
八
）

▼
十
二
月
二
十
八
日

　
．
松
岡
医
院
（
電
話
②
五
四
〇
七
）

　
．
沼
田
医
院
（
電
話
②
三
七
八
五
）

　
・
三
ケ
尻
医
院
（
電
話
②
五
五
五
七
）

▼
十
二
月
二
十
九
日

　
．
浦
上
医
院
（
電
話
②
二
九
三
六
）

　
．
山
口
医
院
（
電
話
②
二
二
〇
三
）

　
．
田
中
（
眼
）
医
院
（
電
話
②
四
〇

　
　
〇
九
）

▼
十
二
月
三
十
日

　
．
寺
尾
医
院
（
電
話
門
川
③
一
四
四

　
　
七
）

　
．
佐
藤
医
院
（
電
話
②
三
三
二
四
）

　
．
児
玉
医
院
（
電
話
②
二
五
三
〇
）

　
．
鮫
島
病
院
（
電
話
②
四
〇
四
三
）

▼
十
二
月
三
十
一
日

　
．
和
田
病
院
（
電
話
②
二
〇
四
五
）

　
．
滝
井
医
院
（
電
話
②
二
四
〇
九
）

　
．
大
平
医
院
（
電
話
②
三
三
三
七
）

係
　
か
　
ら

　
最
近
一
部
の
地
区
で
、
市
か
ら
の
お

知
ら
ぜ
文
書
、
市
広
報
な
ど
の
配
布
が

遅
れ
て
い
る
と
い
う
苦
情
や
電
話
が
あ

り
ま
す
。

　
回
覧
文
書
や
お
知
ら
せ
文
書
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
関
係
の
深
い
重
要

な
事
項
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く

に
期
間
の
定
め
ら
れ
た
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
目
に
回
覧
す
る
よ
う

み
ん
な
で
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

憩
処

●
　
　
　
　
●

回覧板は早く
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